
平成30年北海道胆振東部地震に係る消防機関の対応状況について

１ 消防部隊の派遣数等

◆ 道外の消防機関
緊急消防援助隊として道外から厚真町に派遣

消防組織法に基づき、消防庁からの指示または求めにより派遣される。

実数 延べ数

出動隊 出動人数 出動隊 出動人数

陸上 231隊 794人 414隊 1,530人

航空 1隊 7人 1隊 7人

合計 232隊 801人 415隊 1,537人

実数 延べ数 備考

出動隊 出動人数 出動隊 出動人数

陸上 179隊 696人 593隊 2,268人 7都道県

航空 18隊 131人 49隊 364人 11都道県

合計 197隊 827人 642隊 2,632人

◆ 道内の消防機関
道内広域応援隊として全道から厚真町に派遣

全道の58消防機関にて、「北海道広域消防相互応援協定」を締結

しており、災害が発生した場合の応援体制を構築している。

全国消防長会北海道支部

派遣消防本部数 ： 31消防本部

派遣期間 ： ９月６日～９月10日（５日間）

派遣消防本部数 ： 33消防本部

派遣期間 ： ９月６日～10月12日（37日間）
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平成30年北海道胆振東部地震に係る消防機関の対応状況について

２ 主な活動場所

◆ 厚真町被災地区

全国消防長会北海道支部

○最も被害の多かった厚真町吉野地区を中心に

救助活動を展開



平成30年北海道胆振東部地震に係る消防機関の対応状況について 全国消防長会北海道支部

○道路寸断による孤立住民をヘリにより救出

◆ 厚真町被災地区



平成 30 年北海道胆振東部地震に係る消防機関の対応状況について 

◆ 胆振東部消防組合消防本部   

○ 厚真町内の消防活動の調整等を図るため、胆振東部消防組

合消防本部（厚真支署）に札幌市消防局の指揮支援隊延べ５

隊 30 名が派遣された。（９月６日～９月 12 日） 

全国消防長会北海道支部

◆ 北海道庁 

○ 消防活動の全体調整や関係機関との連携を図るため、北海道

災害対策本部指揮室に「北海道消防応援活動調整本部」が設置

され、札幌市消防局の延べ指揮支援隊５隊 26 名が派遣された。

（９月６日～９月 10 日） 



平成30年北海道胆振東部地震に係る消防機関の対応状況について

３ 活動の時系列【主な出動・引揚】

全国消防長会北海道支部

日時 内容

9/6 4:30 札幌市消防局指揮隊が道庁に向け出動

5:00 札消ヘリが札幌市内の被害を確認 → 厚真町に向け出動

11:13 緊急消防援助隊（仙台ヘリ）厚真町に到着（緊援隊航空最先着）

17:53 緊急消防援助隊（秋田県大隊（陸上））厚真町に到着（緊援隊陸上最先着）

9/10 14:00 緊急消防援助隊引揚

9/12 12：00 道内広域応援隊道南地区（胆振・日高地方）を除き、引揚

10/12 道内広域応援隊道南地区引揚



平成30年北海道胆振東部地震に係る消防機関の対応状況について

４ 緊急消防援助隊（陸上部隊）の所要移動時間

全国消防長会北海道支部

実際に要した緊急消防援助隊の

移動時間（陸上部隊（フェリー移動））

陸路（本州）＋フェリー待機＋航路＋陸路（北海道）

＝出発から被災地到着まで

青森県隊 １４時間１５分

岩手県隊 １７時間１０分

宮城県隊 ２０時間１５分

秋田県隊 １２時間００分

東京都隊 ２８時間００分

フェリー航路

陸路

緊援隊派遣都県（航空含む）


